
りをも吾、

1J(と緑と土の巳語いガいっぱいの盆およい高びこ巳します

かと埠在きたえ 生幸生告書と君臨輩 鯵T)ゆ〈あびこにします

老人を式切Cし子どもの撃を嘗て準設話再びこにしま亨

ふる在とを愛し文化在高め襲mまあぴ己はし苦す

;Z;lvttで!dしあいきまりを守':l ij司るいあびこむしま亨

を考える集~"¥J 

ョン@夕、イジェスト

十月…一一

ah
事
長
会
終
ホ
ー
ん
で
務

…
A
Y
年
四
健
全
育
成
を
一
7
1
?
に
、
諮
問
問

-
対
話
集
会
「
膏
h
y
年
d
T
袴
え
る
議
い
d

h

が
同
聞
配
れ
ま
し
た
u

命
制
附
は
、
こ
の
良

一
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
ヂ
イ
ス
カ
ッ

-γ
ヨ
ン

…
的
機
縁
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

パ
ネ
ラ

i
誌
は
学
校
、
軍
庭
、
地
域

一
枚
A

湘
刊
行
政
の
代
表
と
し
て
次
の
穴
氏

日

V
随
時

L

g

H
月
二
ト
一
一
一
日
一
日
出
)

午
必
'
十
時
か
ら
午
後
凶
時
ま
で

wv
機
組
問
中
央
公
陪
一
線

wv
内
容
@
撲
協
間
薦
、
人
形
劇
刷
、
勝
叫
柏

市
問
、
吉
本
車
、
手
緩
'
点
指
:
削
州
統
等

第576勢56・11・16

現孫子市役所金総総会蓮華怒

千 270 1l!IU;1 (df"~H， r 1 

の
入
門
講
盤
、
各
回
出
体
的
活
動
総
介
、

写
真
・
さ
わ
る
絵
本
的
世
智
治
批

r

。
映
画
会
あ
る
d

主
的
日
山
外
山
、
コ
リ
，
j

ヘ
ト
り

J

刀
打
向
子
派
、
ホ
山
問
符
そ
め
…
一
三
一
年
、

作
成
洗
剤
は
広
戸
吹
か
、
ド
ラ
え
も
ん
後

が
山
州
康
し
、
そ
れ
ぞ
れ
ぬ
立
場
か
ら
率
…

惑
な
鞍
免
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

。
下
川
保
一
止
{
期
間
会
〉
少
年
セ
ン
タ
一

3
嘱
託
白
畑
山
憾
作
議
。
佐
藤
一

潔
描
出
中
ゆ
校
教
諭

0
後
謀
総
五
一

ポ
i
イ
ス
カ
ウ
ト
我
孫
子
第
二
陸
義
一

線機械

O
後
綴
な
培
み
社
合
教
資
援
…

機

銭

。

護

送

蒔

時

五

市

長

…

〈
滋
称
繍
〉

.I!.当Eヨ1;1お苦手さんフヲを中.L'l二300人的術院が場主主sL亡。

家
織
と
学
校
の

協

力

で

明
町
一
会
学
佼
内
制
限
に
つ
い
て
は
い

h
a島
聾
謹
曹

F

ろ
い
ろ

込
磁
灘
線
灘
鱗
綴
宮
沢
智
な
威
内
凡

麓
輔
、
六
一
計
総
動
畿
の
汁
立

謝
綴
欝
務
総
綴
綴
綴
務
喝
が
あ
る

aa
轟

襲

撃

司

ょ

う

で

す
が
、
総
終
的
乱
れ
が
非
行
へ
つ
な
が

咋
て
い
く
よ
う
に
思
い
ま
す
ョ
後
藤
光

哉
は
ど
め
よ
う
に
感
ヒ
て
い
ま
ナ
か
コ

品
世
柑
輯
(
潟
)
』
行
め
…
梯
段
初
め
滞

生
え
と
い
う
の
は
、
総
務
'

L

簡
総
ヴ
か

い
・
原
笠
な
ど
℃
ほ
か
め
人
投
議
ゥ
た

こ
と
を
や
り
た
が
る
ふ
と
で
守
恥
品
一
主

組
合
伝
授
に
然
的
允
ど
し
て
も
、
今
市
吐

@
中
市
開
問
対
総
集
会
障
害
児
(
者
一
な

ん
が
い
一
そ
汚
現
と
市
長
と
が
総
合
従

え
て
巡
談
会
を
同
盟
し
ま
す
め
で
‘
多

数
よ
参
加
く
だ
さ
い
ι

…時

か
ら
均
一
時
ま
で
一
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ます持係 Yふさ すゾる 、す年年いナ!こ生主会数つるやま 織 変
てr のずはぐせ ニっこかそゴ努1う也なまも 、ずfい f長寸めあ

る
の
泣
あ
た
り
ま
え
で
す
が
、
決
ま
り

だ
け
で
品
開
く
チ
じ
な
叶
て
は

1
〈
な
い

と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
ま
令
。

判
明
は
た
だ
決
ま
れ
マ
幻
か
ら
守
れ
と
い

う
ニ
し
と
で
は
な
く
匂
決
ま
り
の
理
由
を

説
明
ナ
る
、
と
と
も
に
判
断
力
を
脊
て
て

や
る
必
獲
が
あ
る
と
出
品
い
ま
す

J

増
加
す
る
補
導
件
数

全
常
的
な
取
り
組
み
を

絞
燃
の
発
表
に
上
れ
は
、
今
年
上
学
が
た
く
さ
λ
い
る
と
同
い
い
ま
す
σ

州
期
的
車
内
的
治
与
件
数
は
七
ω

財
閥
十
品
け
も
た
ち
の
こ
と
を
与
え
る
こ
の
1
0

つ
な

(
礎
控
一
三
百
一
七

i
m件
情
不
良
交
友
問
問
機
会
を
も
っ
し
と
っ
く
り
て
も
ら
い
た
い

十
八
打
、
時
昨
夜
徐
州
問
符
五
件
ゲ
〆
ナ
で
す
ね
い
と
議
勺
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

i
Lハ
i
五
件
、
法
定
行
為
九
十
…
件
、
山
間
北
ム
竹
内
品
市
開
叩
問
時
子
浮
ん
は
曽
「
非
行

司
会
後
没
、
立
町
内
務
力
、
と
ρ

フ
ニ

I

1

6

そ
の
他
)
に
の
ぼ
コ
ど
い
ま
ナ
ロ
ム
宇
べ
と
い
う
め
は
と
こ
め
巾
及
川
県
で
L
つ
き
あ

」
y
作
総
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

議
佼
な
校
内
終
カ
や
繁
一
娃
内
誌
幻
は
発
た
る
市
り
総
掛
川
が
わ
る
問
削
間
部
で
は
な
い
で

一
ト
つ
い
ご
依
脱
党
監
の
お
与
え
は
ら

p

し
て
い
払
い
も
の
の
、
単
に
出
掛
川
市
附
け
し

P

す
っ
か
先
生
カ
お
っ

L
く

J

た
よ

後
綴
〈
潟
〉
校
内
で

f
ど
も
に
?
す

滋
た
け
を
み
れ
ば
昨
年
同
印
刷
に
比
べ
て
フ
に
、
ザ
日

E
家
庭
か
協
h
げ
し
て
糸
口
リ

L
量
語
議
事
F

φ

z

h

r

一

込
総
数
幾
鱒
磯
繍
鞭
Y

Z

〈いw
?
を
も
凶
引
い
叩
!
て
い
ま
す
告
知
で
絞
殺
じ
ゃ
安
が
あ
る
と
思
い
ま
ず
い
と
慾

恥
綴
機
織
滋
議
懇
綴
議
綴
γ

ヵ
に
涼

協
機
潮
頭
討
議
繋
離
感
媛
僻
説
侍
さ
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
ド
川
げ
伊
い
》
u
h

療
を
総
べ
て
い
ま
す

J

…

機
織

V

1

9

畿
縁
側
側
が
あ
ゐ

報機
F

{

j

k

ぱ

綿

織

機

ヌ

か

も

し

れ

な

い

レ

じ

ぅ

f
後
庁
、

f
yも
た
ち
か
」
子
ニ
や
か
に
行

33q

選

護

機

騒

穏

と

官

ま

っ

た

く

な

い

わ

け

が

な

あ

り

ま

て

こ

と

は

わ

た

し

た

お

乏

で

の

点

て

ja轟
欝
欝
撃
を
ふ
々
た
ニ
ニ
カ
係
会
い
…
験
似
し
打
、
殺
十
小
に
お
す
げ
内
川
島

17山
代
‘
字
日
明
、
地
川
内
社
会

る
内
て
以
な
い
か
と
川
お
い
ま
す
戸
伝

H
ま
い
の

i
焔
山
内
配
V
N
fき
ん

ほ

か

一

体

v
r
f
え
て
、
念
品
川
川
に
取
リ
明
日

土い
M
M
b
h
r
い
ご
わ
る
二
と
か
妥
当
ご

J

s

j

Z

1

誌

ぷ

'yd中
宇
佐
内
な
，
i
カ

お

り

主

十

山

氏

ば

れ

L
-

し
て
山
刷
り
ト
け
て
い

校
以
内

f
ど
も
に
じ
す
る
号
以
む

l

i

j

i

ノ

r
f

川w魚
介
ゅ
山
川
闘
を
も

f

た
お
H
り

さ

ん

い

と

思

い

ま

す
f

ど
う
し
て

校
再
暴
力
が

今
井

ち
議
会
議
片
的
今
井
氏
“
ブ
災
は

i
一
月
間
目
的
川
市
的
別
府
院
に

お
い
ご
ふ
然
的
災
内
た
め
揃
ぷ
哉
、

札
乏
し
と

M

ん
パ
ト
七
仮
定

今
村
正
法
、
問
h
H

沼
市
十
べ
不
明

A
;
l
:
1
j
ι
4
1
1
J
1
1
0
 

ト
い

1
4
、?
t
v
r
t
t
g
d
z
S
三品
Z
J
一

7
2戸
」

J
T，F
J

ム
i
しいり
ι
受
注
ζ
オ
I
t

九
M
f叩
ー
は
ま
て
二
?
と
年
人
冷
い

ラ
こ
)
記
長

f
j
万

一
i

ち
生
白
、

4
b
r
a
-
L
j
J
i
7ム
タ
ノ
a努
/
を

総
を
河
川
さ
れ
二
打
州
川
災
努

f
e
e
Hリ
主
段
、

1
w門
誌
、
七
v
?
一1f
e
じ
い
日
興
会

uz;i一

i
f，?
i
:
j
f
jぷ

人
異
動
(
叩

V
紙
同
阿
部
付
目
的
治
的
同
泌
が
終
末
込
用 一

一
一
員
逝
去

191 

初
代
州
議
長
を
は
と
め
か
ず
か
す

の
酬
明
総
合
此
将
校
し
、
間
円
以
引
な
議
会

滅
材
、
y
h
伐
託
子
市
の
発
ほ
慌
の
た
め

多
大

m
H献
を
さ
れ
ま
し
た
り

…
宇
一
に
悼
し
ん
て
一
九
民
一
加
を
お

絞
り
出
し
卜
げ
ま
す

上
部
滋
会
て
は
、
生
前
め
‘
}
山
河
け
引

に
報
い
る
た
め
、
ん
げ
叫
内
と
お
り

我山
m
f点
、
品
会
移
を
p

れ
い
ま
す

我
孫
子
市
議
金
葬

間同時
E

十
一
月
二
十
ニ
ロ
M

〈口同)

午
後
一
時

場器用
E

滋
北
小
学
校
体
制
阿
総
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昭 和田年度一綾会計決

、炉
、何Wび

鴫るいあす者
めまして

あ

直二藍
首
一
同
協

一生
f

一
m
a
r
t

一
民
骸

市の家計簿を公表

後
年
、
車
見
ど
+
一
月
の
二
回
、
治
的
対
絞
殺
後
令
官
叩
欄
間
的
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
世
五
十
五
年
渡
的
決
算
と
双
十
六
年
度

の
予
官
界
紘
一
行
状
況
後
お
知
ら
せ
い
た
し
乏
す
む

緩
和
五
十
五
年
度
は
、
然
本
小
学
綾
新
築
、
久
寺
家
中
学
校
増
築
指

r

穀
物
持
続
様
車
曜
を
は
じ
め
市
滋
や
総
水
時
間
的
数
繍
・
公
愚
整
畿
や
交
漁
祭

最
終
糊
縦
断
常
備
な
ど
市
民
生
活
に
綴
描
摘
し
た
a
pく
の
事
裁
を
行
い
ま
し
た
ョ

二
れ
ら
の
紛
瀕
を
み
る
と
、
歳
入
衝
に
お
い
て
校
級
入
拡
大
一
億
一
九

開
方
向
で
般
入
総
綴
的
綿
鴎
%
を
占
め
て
お
り
ま
す
が
地
そ
の
怖
の
財
源

ど
し
て
鴎
県
か
ら
の
食
術
品
臓
が
一
一
一
一
億
大
千
裏
一
n
m
n
で
一
六
%
、
後
入
壷

の
十
一
%
な
ど
に
依
存
し
ま
し
た
。

ま
た
、
支
+
よ
八
年
度
予
算
は
会
わ
体
構
幾
と
し
て
、
市
民
体
育
抽
出
岡
崎
議
取

得
、
然
本
小
学
校
新
築
(
二
年
間
間
)
、
判
期
仲
柏
会
中
ゆ
枝
増
築
、
出
向
同
時
我
孫

子
骨
骨
後
終
燃
憾
な
ど
令
予
算
計
上
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
執
行
状
況
は

九丹一一一

O
防
相
暗
殺
聞
大
%
で
す
の

今
後
も
最
小
的
縫
繁
℃
幾
大
師
事
禦
効
間
需
を
発
簿
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

194方円
(+ 19%) 

61 

ぬ緩和55"手Jt'f紛の財産2 おお農翼線55~度市税の船室主主著1.=
※( )前年比 ※( )費者年!t

型些哩j
231意5345万円

{十 11%)

20f意9138万円
{十30%)

ト¥市民税臨定資産税

34，89き内 115，053門あ人
た {…ト15%)(+9.4%) 

t設ほし214丹52，311円
あ帯
た

(+14.9%) ( +9.4%) 

こ土昭和55年度特別会計決算乞ごは
疑( )総年比・上段が緩入、下段が歳出

i61窓 597万円(十13%)

141慾引 12)]符{ベト149手〉

{ート 6%) 

怒沼
14億円25万円{十45%)

15憶1968万汚{十 7%) 

131:意937371内(十38%)

105万円
( -46%) 濯重劃

391:意7592万円

( -16%) 

⑧ 

そ
の
品
問

分
短
金

負
援
金

繰

級

金

串
用
か
ら
の

+
文
山
山
内

4京

市
の
借
金

p

っ

擦問削
除
間
四

万

、、1
1
2
/

れ

U

「
出
J
m
w

/
議
¥
億内

J

192 
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競

、，陰
、酬

十
一
一
月
八
円
口
、
我
孫
子
奴
海
門

γ
北

口
、
湖
北
駅
務
口
e

北
口
で
波
紋
潟
転

車
的
機
資
金
作
一
い
ま
?
の

齢
相
輪
鳩
内
と
そ
の
田
周
辺
に
放
緩
さ
れ

て
い
る
自
転
車
等
を
対
象
に
‘
胤
船
来
詩

一
透
間
同
僚
の
↑
…
肉
付
…
一
一
心
臼
に
瞥
訟
判
%

を
つ
け
、
幅
削
余
日
〈
十
一
一
同
月
八
日
)
に

な
っ
と
も
警
告
札
が
つ
い
た
ま
ま
の
鈎

転
車
は
数
去
し
ま
す
。
も
し
品
開
き
ん
的

使
っ
て
い
る
務
総
街
中
に
務
会
札
が
つ
い

て
い
た
ら
は

T
し
て
く
だ
さ
い
c

商
お
酬
明
い
怨
盗
品
躍
時
間
止
の
た
め
段
戦

車
に
は
必
ず
住
所
・
氏
名
必
然
草
、
カ

ギ
を
品
川
け
ま
し
ょ
う
。
綴
夜
は
白
毛
で

船
内
務
し
ま
L
ょ、フ。

今
J
h

一

F

，F
-

内
'

'

h

m

n
H
U

一

内
J
h

一

W

一

i

秋
の
火
災
予
防
運
動
i

ス
ト
ー
ブ
や
二
た
つ
を
出
し
た
う
ち
し
脅
い
ま
し
ょ
え
ま
た
ガ
ス
の
一
結
後

も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
a

後
手
前
内
点
は
H
W
ず
閉
め
ま
し
ょ
う
巴

検
や
取
り
殺
い
を
ま
ち
が
£
る
と
、
火
款
の
火
災
予
紛
灘
叫
鵬
噛
冊
減
計
磁

災
由
時
ゑ
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
a

〈
れ
く
*
れ
は
湾
総
白
{
木
〉
午
総
7
時
、
消
防
車
由

れ
も
ご
総
緩
く
だ
さ
い
。
品
分
仰
向
寸
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
‘
キ
鱗

ま
た
、
体
の
一
小
自
由
な
方
、
袋
入
、
を
打
ち
ま
す
(
波
留
召
議
後
嗣
ザ
ー

幼
児
は
、
火
事
に
な
っ
た
場
合
、
途
げ
*
口
丹
治
ロ
ロ
(
口
口
)
消
防
閥
均
臨
時
時
間
務
具

巡
れ
が
ち
で
す
の
で
、
と
京
放
の
方
は
巡
開
閉
山
一
檎
と
火
災
受
防
資
伝
パ
レ
ー
ド

終
に
持
総
裁
L
て

〈

だ

さ

い

巴

織

ね

月

i
日
(
究
)
・

2
日
(
本
)
念
体
間
約

火

事

を

時

間

ご

う

総

設

立

入

検

査

み
な
さ
ん
の
被
で
際
、
2
災
ぷ
ら
油
な
*
H
月
部
門
口
か
ら
鵠
自
ま
れ
¥
学
校
、

ど
の
《
災
ぞ
辻
、
初
開
閉
め
後
史
が
た
い
事
耕
地
続
可
総
帥
聞
な
ど
の
立
入
検
査

サ
つ
ぞ
ふ
た
ふ
だ
ん
か
ら
消
火
滅
的
機
あ
き
地
の

い
方
を
覚
え
て
お
き
ま
し
さ
え

:
4

f段
、
つ
総
悶
倒
的
点
輪
、
終
織
と
と
選
定
管
躍
に
つ
い
て

も
に
、
砂
防
火
。
に
つ
い
て
家
族
で
綴
消
防
本
務
で
は
、
あ
き
地
の
後
撃
を

…
織
す
る

2
r

で
ヲ
間
関
係
者
に
お
側
明
い

Lτ

い
ま
、
す
。
こ
れ
か
ら
火
災
的
発
注
し
や

す
い
シ
ー
ズ
ン
日
会

η
ま
す
の
で
、
坊

っ
滋
り
菩
れ
て
い
な
い
方
は
、
送
検
品
鵡

り
取
る
よ
う
お
瀕
い
し
ま
す
舟

V
照
い
合
せ
消
防
本
部

毎

」
母
恒
雄
土
曜
、
自
殺
と
も
な
る
と
、

胡
注
在
家
小
物
絞
め
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

は
‘
ド
判
然
な
な
の
子
た
ち
が
ぷ
胤
闘

機
合
印
。
抑
制
北
台
サ
ソ
カ
i
ス
ポ
i

ツ
h
y
年
閉
山
女
子
チ
!
ム
の
お
友
だ
も

だ
固
い
開
成
し
ま
一
…
韓
時
間
合
一
年
生
か

ら
ん
ハ
部
ル
ー
ま
で
ご
〔
〉
名
を
数
え
る
。

今
年
十
月
、
干
薬
事
で
鎮
内
ど
の
チ

ー
ム
が
参
加
し
て
一
作
ゥ
た
昨
鉄
女
子

(
敬
勺
持
母
)
サ
y

カ
i
火
会
で
は
み
ご
と
優
勝
e

F

明
井
帯
地
楠
知
働
問
議
機
磯
上
て
い
る
高
山
先
ゑ
は
「
な

雌
柄
本
尚
子
診
の
ヴ
ナ
的
体
力
づ
く
り
に
も
サ
y
ウ
ー

仕
切
魚
崎
明
子
(
窃
は
幾
歳
で
ナ
ヲ
い
と
そ
的
効
果
を
議
〈
得

議
療
優
子
刑
事
情
概
制
闘
は
附
河
内
子
に
負
け
な
い
。
今

中
村
一
一
…
総
子
小
中
〉
ヤ
ブ
テ
ン
内
在
弁
菜
態
棋
河
島
河
口
ん
を
中

〈
後
割
問
友
か
ら
)
心
に
、
自
分
た
ち
品
、
線
制
酬
を
こ
な
し

一
点
一
〈
ロ
糞
を
て
い
え

推
埼
恭
子
滋
品
リ
ァ
ヵ
ー
は
、
技
や
ス
ピ
ー
ド
と

省、へ
n
絵
祭
会
と
も
に
ろ
問
問
争
心
を
必
製
と
す
る
。

ス
明
悶
脚
股
江
志
し
か
し
ご
}
わ
く
な
ん
か
な
い
で
す
い

〈
中
間
内
左
が
ら
〉
と
い
う
ゴ

iMwhマ
i
パ
!
、
花
島
明

鈴
木
綾
子
安
チ
き
，
八
内
向
の
よ
う
に
、
み
ん
な
フ

ト
満
々
だ
c

災
家
総
吋
十
一
安

お
詩
画
丹
市
出
美

TV

チ
i
ム
的
得

b

円
五
州
内
キ
ャ
ッ
チ

機
特
恵
子
一
j
J

ン
い
ね
討
さ
ん
と
汲
日
仕
掛
織
さ
ん
々
「
試

徐
々
反
日
町
き
L

と
い
う
え
ま
桂
子
‘

河
内
ひ
と
み
を

〈
節
制
問
設
が
ら
〉
ん
は
名
セ
ン
タ
ー
フ
ォ
ワ

i
ドゐ

波
数
い
声
が
校
総
い
勺
は
い
に
広

〈
開
門
内
は
学
年
)

難
し
い
な
か
ま
@

びあ
一
灘
北
曾
ザ
わ
ゆ
引
金
保
中
間

女
子
チ

i
ム

(3) 

そ
p

}

で
、
ま
だ
家
も
伊
な
〈
、
常
総
昨
年
、
大
好
出
貯
で
あ
っ
た
災
総
務
総

b
L読
し
ま
す
。

か
ら
下
り
て
く
る
滋
が
~
磯
村
相
小
、
き
る
所
製
作
手
奴
治
的
ほ
と
り
に
生
れ
た
さ
興
す
が
、
悼
識
的
吋
添
い
‘
韓

に
獄
絵
閥
抗
告
務
総
し
て
は
い
か
が
で
し
叶
依
然
4

に
ひ
事
つ
づ
い
て
、
地
↓
屯
丹
駅
叫
巧
と
鴫
紛
が
対
刊
と
な
り
一
体
と
な
っ
て

ょ
う
か

g

や
村
竹
内
“
ま
つ
り
に
臨
時
き
つ
づ
い
て
神
謀
が
臨
時
成
き
れ
て
い
る
ニ
と
を
、
為

抽
常
布
伎
叡
窓
辺
に
閥
、
す
る
綴
務
総
い
い
き
た
都
マ
れ
を
中
心
に
か
手
桝
拾
い
線
け
ら
た
め
て
み
な
お
し
て
い
た
応
急
た
い

つ
い
て
は
、
本
市
内
線
翁
部
で
「
布
絵
輝
主
的
は
や
し
仰
が
、

U
H
H
幻
自
に
市
も
の
で
す
。

語

、

謀

議

議

救

護

霊

手

法

に

阻

ん

議

議

事

れ

ま

す

a

議
開
問
、
潟
県
毛
筆
、
我
孫
ヂ

よ
る
パ
イ
セ
ト
プ
ラ
ン
L

問

委

二

撃

は

、

濁

知

的

通

り

緩

や

後

意

文

部

続

的

方

々

が

警

護

棄

は

布

佐

駅

の

す

す

め

て

い

ま

す

。

土

之

~

一

居

2
2蓄
を
ぷ
や
す
」
車
内
一
一
号
、
品
問
機
絞
め
ん
苓
務
総

。

筆

方

針

き

の

芸

品

パ

イ

ニ

が

一

車

内

議

で

す

防

叶

は

や

す

L

は
め
伝
統
約
喜
多
品
李
る
た
め
に

移
転
を

F
ブ
ラ
ン
意
見
と
め
検
討
尚
喜
一
必
や
す
」
箆
で
あ
り
、
文
字
に
雪
才
的
れ
て
い
ま
す
。
当
日
は
そ
の
伝

州
問
判
明
在
、
事
後
駅
前
は
、
単
や
数
出
織
に
つ
い
て
内
盤
情
開
発
同
時
余
め
労
射
的
一
れ
て
い
る
よ
う
に
花
々
は
日
で
陣
織
す
鳩
山
ザ
行
事
の
「
ケ
ヤ
リ
L

、
ぷ
?
イ
¥

肉
同
誌
車
で
バ
ン
ク
状
態
で
す
"
し
か
も
決
定
と
い
う
一
一
一
段
階
的
治
州
憾
で
、
決
混
一
一
る
こ
と
で
あ
り
、
例
え
ば
録
叫
酬
の
舞
に
寸
ハ
ン
ゴ
痕
り
い
が
総
介
き
れ
ま
一
す
。

時
安
則
広
場
を
い
肱
火
ー
す
る
こ
と
は
、
と
て
に
移
す
こ
と
嘉
よ
ん
で
い
ま
す
傷
害
ニ
待
。
工
務
長
明
主
で
あ
れ
ソ
ま
し
ょ
う
。
荘
地
約
一
議
議
絞
め
老
化
、
化
一
定

も
附
惜
し
い
問
問
問
だ
と
恐
い
ま
す
む
は
‘
縦
二
段
滋
に
品
り
ま
す
。
恥
し
か
し
、
能
楽
以
来
、
は
や
し
と
い
が
…
お
わ
れ
て
久
し
く
、
地
一
応
に
伐
る
郷

，

A
日ハハ
U
れ
れ
け
け
れ
打
け
H
H円
什

U

了
議
は
む
し
ろ
楽
器
に
つ
い
て
公
う
は
土
主
義
も
後
継
者
還
に
告
な
か
ら
ぬ

7

、
与
(
う
が
多
く
な
り
ま
し
た
伶
総
畿
の
答
、
悩
み
を
か
か
え
て
い
ま
す
。
郷
土
神
楽

秋
晴
れ
の
も
と
で
熱
戦
二
寸
守
一
二
…
ド
料
品
]
い
は
ほ
れ
は
品
川
下
記
ぽ

灘
北
地
惇
農
家
ス
ポ

i
ツ

大

会

二

一

時

払

…

二

一

を

埜

加

と

い

い

ま

す

ぶ

埋

設

で

多

い

と

き

き

ま

す

ωEJ¥繍

二

一

郎

受

一

二

一

長

以

外

的

保

管

室

を

様

子

と

耐

り

主

義

評

議

じ

て

い

る

さ

以

暴
露
義
的
疲
れ
を
い
や

L

O

人
以
上
が
だ
き
フ
ト
ポ

i
主

二

一

舎

を

二

三

し

護

で

は

孟

裏

の

こ

と

を

お

外

与

を

菜

り

だ

か

ら

と

か

撃

ざ

し

の

窺

?

と

室

を

は

か

品

ペ

綱

引

き

、

玉

入

れ

、

お

通

り

が

制

官

二

一

安

田

一

二

ご

ざ

と

云

っ

て

、

李

総

霊

し

な

け

れ

ば

と

か

い

っ

た

義

的

ろ

う

;

合

言

、

3
f特

急
列
車
、

f
i
t
-な
ど

て

一

被

よ

…

-

b

北

地

区

警

ス

ポ

よ

さ

、

言

言

語

輔

さ

?

し

た

。

ム

紘

一

千

2
2
2一

rm7wer
訴
し
争
え
が
偽
感

剖
日
〈
太
〉
、
機
品
化
合
中
央
公
明
闘
で
問
問
か
ソ
フ
ト
ポ

i
ル
で
は
、
叫
黙
の
入
っ
た
漆
争
後
け
れ
九
万
々
に
は
、
す
で
に
各
時
間
一

1

1

1

6

'

a

・

2
司
ヲ

ま

し

た

。

接

戦

あ

玖

イ

ア

ち

ゃ

ん

チ

よ

仰

の

雲

案

内

を

お

守

し

て

あ

り

ま

す

一

語

れ

の

も

と

中

宅

建

ど

っ

し

の

診

プ

レ

i
話

約

機

い

島

つ

が

、

日

間

交

を

受

け

る

雪

義

的

向

。

に

一

グ

手

賀

沼

に

響

け

郷

土

の

は

や

し

が

晃
司
上
章
、

γ撃
の
農
家

A

一C

で

、

日

書

主

義

墨

書

し

て

い

つ

い

て

は

、

援

総

量

著

書

一

、

〉

芸

寺

へ
小
ん
骸
詩
!
民
俗
芸
能
祭

6
5
1
?

:

。

ま

し

ぺ

内

線

一

心

九

ぎ

に

お

問

い

合

せ

〈

肝

百

九

一

ザ

{
4
S
P
A
-

湖

北

小

…

(

夜

輔

の

ブ

山

、

ゼ

シ

…

ι
I
b戸
れ

れ

泣

い

開

明

し

、

九

回

劃

慰

問

利

引

一

一

二

舞

一

い

れ

い

れ

枠

A
Fい
れ

ば

弘

前

日

7
U一
月

く

。

突

通

安

委

ア

ヒ

ル

一

の

ぬ

u

い

さ

さ

か

応

援

羽

1ナ
1
5
Z室

を

三

一

し

て

ぎ

?

主

で

あ

っ

て

、

白

毒

装

仰

と

か

が

あ

ま

り

感

E

今

年

内

語

、

豪

華

区

へ

転

後

作

っ

さ

の

ぬ

い

ぐ

る

み

は

、

警

ぷ

一

警

に

設

立

し

た

。

三

ん

は

警

主

に

あ

り

、

謹

吉

城

れ

な

い

と

ど

〆

た

指

摘

さ

ぶ

っ
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f品目"‘り

...8鰐 守守潟27. 28Eヨ、 121'寺小2

4Eヨ、いづれも午前8時部分1:1ら

午後Q!li善3lli予定安て了

...組閣問時 務総スターでランド

惨事聖III 3500"号最重要費、 保全量級、

滑走華道主主ど〉

炉実i撞 遺書北陸時接持臼、災2在台量R南
台、中央公務総おからパス送迎

砂申込方法住護111ゴキ?と候所、

氏名、 ま芋線、 霊童書遺書欝号を草寺きとし、

11河20Eヨ〈法務事善治〉訟で1之主主要警

察淡会f港湾露軍〈手責主嘉子1似のへε告

し仏んでく去ささい。 ゆ著書主主多数の

議会i立機長畿で写。 く主主員4C'8)

いの事者をrJ:.げさまし点う。ご家主主主義

れ、おひとり、ど主主主さでも;::番多1.IIJ

ください。

...8華寺 竹尾2mヨ〈土〉午後1善寺30

分からヰ善寺絞マ 〈書籍災中立〉

砂金掘 さ手聖書ヨヨ公関広告霊

...主義革 導型育委喜護主義(協力総ごアフす

ーっダンスクぞうプ〉

砂問い合わせ 社会事交官著書翠(参1.IIJ

9喪主星の力、止まは、当協会場へおいてプ

〈主主主主い。〕

砂8善寺 村正当尽く土).29臼〈包〉

守的 99寺ttS守後ヰ普毒殺で

傍若宮晋 95E完会主君火重量議室

争罪悪いさきわt主 下七7戸4682湾木

町 822495

一日本署需給警護会我孫子宮主務

沼

"'89杏 11売25BC水)午後1襲警か

ら3禁事記長てさ

惨事韓務 iニちE思議直宮本~Iし(入場無

料、 苦手話議絞すさまで茅〉

b主簸 主主主主ミ子主主主主小学授PTA

合間言著書籍重量実行空襲警議会

炉問い合わせ !li!!E言雷鳥4.5480

ら4隠さ世c
砂語審話時 話事工会委奪三た研修雪器

ー齢者棒高軍 大久保牧人民〈臣車業文化

級究摂設〉

炉室陸軍聖テーマ rこどれからの絞TG

高長室繁栄の支雪量百J

えて〔

不粉o名作別機のないれ仰の著

者後舛すえ突き主i議、 79織の毒事毒主主主

1Jら、いきまなお、牛久おのほとり

て?意欲的!こ文筆活動後縫げていEま

す。ふるってご祭主司〈ださし込

I>Eヨ善寺 111'ヨ27BC主主〉会下車，，10持1.1

ぞ~lE午まで

b諸富所 rTle卓会書室し〈入議総

ぎ1わ

....轄澱テーマ じ変わりゆく社会

そ殺さ強<1こlaJ

険性喜い念粉t主 申栄公民主富

あ び

分から

券場所汁話会室E

... 除

、ー・

...喜重いをきわぜ f会以後務署自制73

63.1171 

た!こ::r震Fちの社会人宅をや!訟とで;}"o
14の合機5君主ア、の叡や七空事宅の

雷攻、d3童書ガ殺しますα

...隠喜奇 11戸線2臼〔モヨ〉午後T時機

...議員持 f官民会皇制、~)レ〈人i器量豪

華耳)

併協豊富窃体本持jl'i'ポピ…ズ〈子五銭〉

*害警山をきこ〕…ラス{場務会(喬止をき〉

*長寿大学三ーでラスぐ主主主嘉手)* 
)E/ .ブぞうンタジ〈湖北台) *さ，.，.，

っそ子ィンブヅ;庁ツクス〈湖北台〉

*記事jt台聾粉、き吉田おんごコーフス

く灘北鈴) *ひしげ~'"合唱言語〈普賢

設孫子〕本フでナヅーズ工コω 吋(我

孫子) *畏発。大学続コ ラス〈軍高

校) *プ1)んでフニコ ラニミ〈差是孫子)

*ごコ ラニ主要襲箆〈議1仁会会)*ヌフンサ
ンフノエキ一平〈綴iむをき〉 本あび

こ二じこユーズ 〈つ〈し野〉 元幹事主主主主子

市総会i塁劉〈干支孫子〉

...主催 主主5菜子合理憲幸重量霊

妙後援 殺害著書量霊童話量

砂罪悪い合わt主 役会事主商務

ぉ=バロック音楽夜i高己主主だ!と出

+89事 12丹13日(IlJ午後2時

刻i商

事入場事ヰ おとな持00問、高高校

喰以下100内{士向機見事}

事出演 i号111務総(フル勾ト}

絞殺熔(オ…ボニ叫浴i椛:主衣
{パイオリン)7ルグザッ}

フランス{ビオラ}工藤og義
(チェロ)菊j議官若手4子(チェン

ノ<0)

今プログラムパァハ。 G線上

のアリア チレ?ン廻トリオソ

ナタハ絞殺 ピパルヂイ‘コン

チ 2ι ルトト支援斜ほか 51踊

臨罰盟関陣懸閤函露
='81クリスマス若草作動場

+日時 12耳20諮問 J110m'予
言語日時間演、 2t必昇午後2時:lu

骨院車

争入場戦 8001弓(全自由罪事}

争ものが凝り 緩ままの悶を書評み

ていたド口シーという女丹下が、

あるIl、たつまきに巻善iるまれ、

不思議なI鳴に来てしまいます@

そこ ~('mf} っ fこライ 1・ンたちと、

i それぞれ泊騒いをかとえてもら
男子箸干さをま事事祭しさま売す

i うため、オス'大一Et二会いにI1'< 
砂申し込み 八万キ!と続E蓋苦言0lX |のヤすがい 。
モ号、集ま1"'，苛白、ま手数、学校ー理学年、 i 

砂主偉 殺事守委員会

安譲宅警のlX名、 i主主折、懇談著書号室を 1...潤い合わせ がuと会館
&o入のうえ、 11主主米誌で1:士、本il1J惨入車韓宝撃のお求めは*予lY待出

1…選殺さ装事号た71て…イスカウト 1 *~七日ひらが常的*荒井定詰i*

守主主草子子意義密室笥議設さまで会寧しiみん ;干il1l保光背*ト ー賊 ~PrÎiネブゐν

cく主ざがし¥，クスススキ *11I央公1"館水市総

ゲスト:軍事婆盗事喜子

強会著書傘 :lj¥潟E託子

言語鈍:抱F吾、潔潜在耳、初芝室経、現1

llJ司5
入器密室霊幾重記子宮請書草野:fO役所、幸喜

王霊長野、 F告主主主主産君、 主主主主君主符課

書塁い合せ:数事著書室員余技会主主事著書事

しいマンガ交還ま安全フィルふくl¥ 

ンダぞき柏山の受妥霊安全、民まくらの

カブトラシー1まガ〉本絞殺!弓け

く侶と子じり浸透安全l法JJ)* 
イ却すくtiOへの道、究車惨o
記ま議!議方〉 本主宰人!時iすくおd二しよ

り遠望;;:~設!法主主〉

砂浅草聖 教幸運尽の?返事濁前設

申し込く夜祭い。祭主主義勢，も希

望之君主3場合i革、 15rr昨堅実写安定約o免

許げJ喜多重豊です。罪まい著書おl晶、 青50

f謡導員ごf部い設す。

...透銭 的尽き主!器禁裏3i'通安主主然

建窓際ーでは、委員o箔ま住宅を受iゴ、1'!l

荏守り知憲重量才10子どち!とつ

いて、書資家弓穏談後{すっていさます。

ミ子ど約五重れでご5芝居霊f ぽぜきい。

房総い合わせ 重量芝3挙党震直圏

H0471-437紛3

砂B事警

分から午後ヰ華寺3C助言表立?、言語天o
終結la竹間2告をヨ(土〉

修尊重詰奇 襲建立栽孫子差是等銭{荷車専門

I~ 

少縫製毒者 一号室F自民15人

筒工務

きでの7区語講37.6回!と、さ学内!ごと

ぽEまらず、一主主のチーふも較第く

著書1却し殺す。み溶接んのご湾義援宅を

お警護いしをま90

砂白書寺 11月21BC主〉

参与控奪い合わな 差是{蕊繋行委員会主主

総忠告0-12，う目

頭輔副男箆藷続ij.il語-海面薗

L85-131三J

1¥1";1. J 1， tli 叫

ヨ〉午寄，99響刀ら

修氏駿01襲罪青 戸お111.9さ

...毒素襲撃鐙付書語罪奪 三司ヨ〈湾〉怒

ら刊をき〈議)'"てφ

少申E曹覇軍聖誕 受堅実験護霊〈湾総本泌

さき出室長所!こ.:F時書室)、 写実1校〈さき

1苔E寺iニ21主必要聖ヲ

炉問い合わt主 ?当防著書

〈秋田犬、丈佐犬、紀州

犬、さ/ヱパド、

ドーベルマ了ノ、セン人パ ァ ド

おど〉や以前人!こかみつ;.，¥たこと

のある犬i議、支夫設滋なとごて?で

きた「おり J'こ入れて飼い殺しよ

う。つ忽いで産自う場合iこ、 1主ラ更

は産霊験や絞殺後間し、機密!こ総校

重量けましよう。

ぎ夜、 五霊童担や再現務者をさせる噴話会

!革、ブての童話きそ母子Ult古る発努力のあ

る人汀行い、五主夫主主菌革調、引きを警

のほかζ 必要望iこ総じて、つ事者投付

けましょう。

認圏

要最高丹へ寄句怒りきし段。

安二塁華滋軍事後議だら縫祉作議長持へ

文化療のパザ…路り上げの…昔話ら

子9ll何万望室付言されました。

創立n総会僚から主工会葬毒性!ここらヰニ

ドqの望害総げありましと。

女(株)十枚豊富〈均給付m織がら

議絞め絞め1ことを3iヨfXlの襲警!U1J怒

り殺し主主捻

女小山キヱ犠〈子石段〉から善事主上の

定めiごとこ特殊ベッドの主事憶があり

まし段。

*述調~t台霊富小学後点字クラブ僚が

そう被害電機警察獲量霊会ヘ点字による

療京支主絞め鋼鉄害警の主義篤務庁議言語雲

さn~まし定。
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